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「「IImmaaggiinnee」」想想像像ししててごごららんん    JJoohhnn  LLeennnnoonn  

                                                            校校  長長  赤赤  松松  弘弘  一一  

イ マ ジ ン 

世界も日本も混沌とした中で２０２１年は始まりました。昨年を振り返ると、なんとい

ってもコロナ感染のための緊急事態宣言による４月、５月の全国一斉休校は未曽有の経験

でした。かつて阪神淡路の大震災、そして東日本大震災ではたくさんの尊い命が失われ、

被災地域の学校は休校しました。多くの犠牲を払いながらも人々は立ち上がって前に進ん

できました。今回のコロナ禍も私たちは乗り越えていかなければなりません。 
 「過去は変わらない、未来は分からない」といいます。私たちは歩んできた時間の最先

端に今立っていますが、「今」もすぐに過去になります。一旦過去になったら変えようが

ありません。そして私たちが歩いてゆく先には未来があります。これはどうなるのか誰に

もわかりません。これまで私たちは経験してきた過去から、「未来もこうなるだろう」と

おおよそ楽観的に考えてきたように思います。過去から学んだ知恵で未来を推し量り、心

の奥の方で「明日もきっと同じような日が来るだろう」と安心していました。しかし、そ

ういう予測が困難な時代になってきました。明日には思いもかけない激変があるかもしれ

ない、そんな見通せない未来への不安を抱えている。それが今の世界です。 
未知なるウイルスの蔓延、制御できない温暖化、核兵器の拡散と国家紛争･･･ 個人の

力では何ともできない歯痒さを感じます。しかしそれでも何とかしようと努力する人々が

います。私も傍観していてはいけないと思いながら、時間が過ぎていくのが現状です。 
 未来の社会は今を生きる子どもたちが創っていきます。子どもたちに他者への思いやり

と、挫けず立ち向かうたくましさを育むことが、より良い社会を創っていくことの礎であ

ると思います。そしてそれは教育の使命です。同時に環境問題や民族紛争などの様々な負

債を子どもたちに背負わせることなく、豊かな環境と平和な世界を残しておくことも、今

を生きている大人たちの責任であり、使命ではないでしょうか。 
「世界が一つになって問題に向き合い、未来の子供のために分かち合い、助け合う」 

コロナ禍をきっかけにそんな世の中になってほしいです。今年がその始まりになれば･･･  

想像してごらん 独占なんてありはしないと 

君にもそういう考えができるかしら 

貧困になったり飢えたりする必要はない 

兄弟同士なのだから 

想像してごらん すべての人々が 
この世界を分かち合っているのだと 

僕のことを単なる夢想家だと思うかもしれない 

でも 僕一人だけじゃないんだ 

いつの日にか君も仲間に加わってくれよ 

そうすればこの世界は一つになって動くだろう 

Imagine no possessions 
I wonder if you can 
No need for greed or hunger 
A brotherhood of man 

Imagine all the people 
Sharing all the world 

You may say I’m a dreamer 
But I’m not the only one 
I hope someday you’ll join us 
And the world will live as one 

  

 

 

 

今年度の「北っ子造形展」は、授業参観を含む、２月４日（木）～６日（土）の３日間開催

します。期間中は、体育館で全児童の作品を展示します。 

 子どもたちは、造形展に向けて一人ひとりが心をこめて作品づくりに取り組んできました。

造形展は、図工科での学習成果を発表する場であり、お互いに鑑賞し合うことによって、造形

表現への興味・関心・意欲を高め、そして、豊かな感性を磨く機会になることをねらいとして

います。また、図工科における学習の積み重ねから、創造性豊かな子どもへの成長も目指して

いるところです。北っ子が、これからもやる気をだして図工に取り組んでいけるよう、引き続

き指導していきたいと思います。 
学年 平面 立体 

1 年 お話から生まれたよ 

～やどかりのおひっこし～ 

ぼく・わたしのすてきなリース 

2 年 アマビエ発見！ 

～コロナに負けるな～ 

あつまれ！北っこの森 

3 年 ゆめのおしろ 北っこトーテムポール 

4 年 コラージュ de ピエロ まぼろしの花 

5 年 一版多色版画「火の鳥」 〇〇なタワー 

6 年 心の向こう側をつむいで フォトフレームに飾ろう 

 日 曜  

７ 木 始業式 一斉下校 短縮 4 時間 

８ 金 席書会  

１１ 月 成人の日 

１２ 火 F タイム（サークル） 給食開始日  

１３ 水 月曜時間割 

１４ 木 情報モラル講習（4・5・6年） 

１５ 金 子ども安全の日 地震・防災訓練（2校時） 

１８ 月 地震・防災訓練予備日（2校時） 

１９ 火 代表委員会 きらきらの会（4年） 50 周年記念行事卒業生・在校生座談会 

２０ 水 きらきらの会（5・6年） 

２１ 木 きらきらの会（3年・わかば） 

２５ 月 教育相談日 

２６ 火 F タイム（クラブ） クラブ見学（3年） きらきらの会（1・2年） 

２８ 木 スーパーサイエンススペシャリスト（6年） 

２９ 金 スクールカウンセラー来校日 

２月の 

行事予定  

2 日:F タイム（サークル）  3 日:朝会  4 日:北っ子造形展 （6日まで） 

6 日:市内書初め展  9 日:代表委員会 11 日：建国記念の日 15 日：子ども安全の日  

16 日:F タイム（クラブ見学予備日） 17 日:J アラート 児童会役員選挙（5・6校時） 

22 日:教育相談日  23 日：天皇誕生日  

25 日：明石っ子造形展（28 日まで） 26 日：スクールカウンセラー来校日 

 

※感染症拡大により変更する場合がございます。HP でもご確認いただけます。 



きゅうしょくしつ 

かまやしょっきをあらうきかいがとても大きくて、びっくりしました。スコップでぐざいを

まぜて、しゃくでスープをまぜていました。力がつよくないとできないなとおもいました。ち

ょうりいんさんは、とても大へんだなとおもいました。 

１－１ 

ぼくは、きゅうしょくしつたんけんをして、はじめにれいぞうこを見ました。きゅうしょく

しつのれいぞうこは、いえにあるれいぞうこよりも大きかったのですごいなとおもいました。3

学きは、きゅうしょくをのこさないようにしたいです。 

１－２ 

おうちにあるなべとはちがって、とても大きななべがあったのでびっくりしました。ちょう

りいんさんは、たくさんの子どもたちのために、やさいをきったり、おさらをあらったりして

大へんなおもいをしながらつくってくれているので、３学きもきゅうしょくをたくさんたべた

いです。 

１－３ 

ちょうりいんさんのエプロンのいろがばしょやさわるものによってそれぞれちがうので、び

っくりしました。はじめてきゅうしょくしつに入ったから、わくわくどきどきしました。じっ

くり見ることができてうれしかったです。ちょうりいんさんは、いつもがんばってくださって

いるということがわかりました。３学きもおいしいきゅうしょくをつくってほしいです。 

１－４ 

★１月１５日 震災を考える給食

「震災を考える給食」は、６年前から市内全校で実施されています。北っ子たちは、阪神・

淡路大震災時の給食や避難所での食事を知ることで、「あたりまえに食べられること」のあり

がたさに気づいたり、感謝して食べることの意味を考えたりすることでしょう。

献立
こんだて

 

・ごはん

・ぶたじる

・ひじきと大豆のあえもの

・牛乳

★１月１５日 明石市シェイクアウト訓練

平成２６年度から実施しているシェイクアウト訓練は、市民が地震発生時の身を守る安全

行動を自ら確認し、防災意識の向上を図るための訓練として行われています。今年度も、阪

神・淡路大震災が発生した１月１７日に向けて市の防災・減災事業の一つとして実施されま

す。本校も、この明石市シェイクアウト訓練に参加したいと思います。

訓練方法

① 防災行政無線放送、携帯電話など電子機器のメール配信を合図に、その場で頭を守るな

ど、身を守るための安全行動をとる。

② １０秒間、安全行動をとった姿勢を続ける。

③ １０秒後または防災行政無線による訓練終了合図で姿勢を戻し、訓練終了。


